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「見積 CRAFT 2010」シリーズ  

「見積 CRAFT 2010」シリーズ機能アップガイド 

 

※本バージョンアップガイドの内容につきましては、2009 年 12 月時点での対応予定項目です。 

下記に記載の画面レイアウトや機能の仕様はリリース時に変更となることもございますので、あらかじめご了承く 

ださい。 

 

Ⅰ．機能アップ事項 

１．Excel 書き出し 

作成した見積書を Excel ファイルにダイレクトで書き出します。 

書き出しの行える帳票は以下の６帳票です。 

見積書 出力タイプ
一般見積 見積書

請求書
検討書

複合単価見積 見積書
請求書
検討書  

各帳票の表中形式は「見積書情報」ウィンドウの【帳票設定】ボタンの設定に従います。 

表紙のレイアウトは固定となっており、カスタマイズにてレイアウト変更を承ります。 
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２．Excel 読み込み（見積書）  - この機能は「見積 CRAFT2010 Light」には含みません。 - 

Excel で作成した見積書を「見積 CRAFT 2010」に読み込みます。 

必要な部分のみを指定して読み込みができ、さらに詳細設定を行うことにより、工数、自動発生条件を付加して

の読み込みができます。 

 

 

 

 

 

 

 

貼り付けたデータに項目（品名・

単位・数量・・）、参照部材の設定

を行います。 

読み込む部分だけを 

コピーします。 読み込みのための 

専用画面を起動します。 

【OK】ボタンクリックで 

見積書に追加されます。 
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３．Excel 読み込み（部材マスタ）  - この機能は「見積 CRAFT2010 Light」には含みません。 - 

Excel で作成している資材表を「見積 CRAFT 2010」の部材マスタとして読み込みます。 

必要な部分のみを指定して読み込むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貼り付けたデータに項目（品名・

単位・数量・・）、参照部材の設定

を行います。 

読み込む部分だけを 

コピーします。 
読み込みのための 

専用画面を起動します。 

【OK】ボタンクリックで 

部材マスタに追加されます。 
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４．「見積書」ウィンドウに工数合計欄を表示 

「見積書」ウィンドウに工数１合計、工数２合計、工数３合計、工数合計欄を表示します。 

必要に応じて表示・非表示を切り替えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．提出単価“0”チェック、工数“0”チェック機能 

「見積書」ウィンドウで提出単価“0”チェック、工数“0”チェックが行なえます。 

    提出単価、工数別にチェックを行うことができ、単価もしくは工数が”0“となっている部材（以下「”0“の部材」）が 

１行チェック色で表示されます。 

    配下に”0“の部材が存在すると、設備項目ごとチェック色表示されるため、どの設備項目に”0“の部材が 

存在するか簡単に探すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ここが“0”円」と 

表示色を変えて教えてくれます。 



「見積 CRAFT 2010」シリーズ機能アップガイド 

5 

６．材料費のみにかかる費用、労務費のみにかかる費用を計上 

「見積 CRAFT 2008」シリーズでは、直接工事費に対する費用の自動発生を行なうことができましたが、材料費の

みに対する費用の計上は行うことができませんでした。 

今回、材料費に対する費用の計上、労務費に対する費用の計上を自動発生経費の設定で行えるようになりま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．得意先情報を見積書に出力 

得意先情報で設定した得意先の住所、電話番号などの情報をテンプレートに配置することで、見積書（複合単価 

見積書）に出力することができ、設定情報を有効利用できます。 

 

 

８．見積ランク、原価ランクを２０モード用意 

見積ランクを 

５モード → ２０モード 

原価ランクを 

２モード → ２０モード 

に追加しました。 
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９．見積率・原価率検討シミュレーション後の見積率、原価率を保存 

    - この機能は「見積 CRAFT2010 Light」には含みません。 - 

見積率・原価率検討シミュレーションで検討した見積率、原価率を初期値として保存できます。 

現場単位で保存を行い、追加見積が発生した際も同じ見積率、原価率で即座に見積書を作成することができま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．見積率・原価率検討シミュレーションで総括表を編集  - この機能は「見積 CRAFT2010 Light」には含みません。 - 

見積率・原価率検討シミュレーションで総括表にコメント行、小計行の挿入、並べ替えが行なえます。 

総括表を見やすく編集し、そのままプリントアウトできます。 

 

 

１１．見積率・原価率検討シミュレーション、単価調整シミュレーションから直接プリントアウト 

  - この機能は「見積 CRAFT2010 Light」には含みません。 - 

見積率・原価率検討シミュレーションで編集を行なった総括表、単価調整シミュレーションで編集を行なった材料 

集計表をシミュレーション画面から直接プリントアウトできます。 

 

 

１２．材料集計表 

材料集計表の総括階層のプリントアウトを行うことができます。 

ランクタイトルを設定して 

シミュレーション結果の 

見積率・原価率を初期値に設定します。 
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１３．部材メンテナンス操作の簡略化 

（１） 工数の施工場所・施工方法間複写機能 

工数の施工場所・施工方法間複写が行なえます。 

施工場所 ： 隠蔽に設定した工数を施工場所 ： ケーブルラック配線に 1.2 倍して複写など 

工数の設定をより簡単に行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工数を 1.2 倍して 

複写します。 
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（２） 補給率・撤去率・自動発生部材率の一括変更 

「見積 CRAFT 2008」シリーズでは１部材ごとに補給率・撤去率・自動発生部材率の設定が必要でした。 

今回、部材グループまたは部材種別グループごとに一括で編集を行うことができます。 

 

 

 

 

 

値を設定した項目が一括で変更となります。 

値の設定のない項目は現在の設定が 

維持されます。 
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（３） 代価表マスタの構成部材の検索機能 

「見積 CRAFT 2008」シリーズでは代価表マスタを構成する部材を部材グループから探すのが大変でした。

今回、代価表マスタの編集画面からワンタッチで構成部材の編集画面に移ることができ、構成部材の編

集を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．対応ＯＳ 

「見積 CRAFT 2010」シリーズでは以下のＯＳに対応予定です。 

・Windows 7(32Bit/64Bit) 

・Windows Vista(32Bit/64Bit) 

・Windows XP SP2 以降 

上記以外の OS に「見積 CRAFT 2010」シリーズはインストールできません。 

 

 

Ⅲ．動作環境 

「見積 CRAFT 2010」シリーズを実行するのに必要な動作環境は以下の通りです。 

■ CPU  ： Pemtium4 同等品以上推奨 

■ メモリ  ： 512MB 以上推奨 

■ HDD   ： 500MB 以上推奨 

■ USB ポート ： 必須(ハードプロテクト用) 

 

 

 

エッチングプライマーの 

単価を変更したい。 

メンテナンス画面が開き、 

「ここです」と表示色を 

変えて教えてくれます。 


